
TSUCHIURA

2

土浦市議会だより　№ 195

　

当
市
議
会
で
は
、
常
陸
川
水
門

（
通
称:

逆
水
門
）
の
柔
軟
運
用

を
求
め
る
請
願
を
全
会
一
致
で
採

択
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交

通
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
茨
城

県
知
事
宛
に
意
見
書
を
提
出
し
て

お
り
、
そ
の
後
、
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
に
お
い
て
も
柔
軟
運
用
を

求
め
る
要
望
書
を
国
へ
提
出
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
逆
水

門
の
現
地
視
察
に
訪
れ
た
国
土
交

通
省
小
泉
政
務
官
に
対
し
て
改
め

て
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
今
後
、
逆

水
門
の
操
作
状
況
を
検
証
し
、
柔

軟
な
運
用
に
努
め
た
い
旨
の
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
議
案
を
原
案
可
決

全
議
案
を
原
案
可
決

　

今
回
可
決
さ
れ
た
議
案
の
う
ち

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
危
険

物
関
係
消
防
手
数
料
の
改
正
に
伴

う
、
土
浦
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
、
土
浦
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正
、
ま
た
、
新
た
な

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
土
浦

市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及

び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
10
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を

定
め
る
条
例
の
制
定
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
度
土
浦
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
９
千
559
万
１
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
476
億
２
千
205
万

７
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
数
の
増
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰

出
金
の
増
額
、
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
地
域
支
援
事
業
実
施
要
綱
の

改
正
に
よ
り
、
特
定
高
齢
者
把
握

事
業
内
容
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

の
増
額
、
土
浦
市
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
低
所
得
者
に
対
し
て

利
用
者
負
担
の
一
部
を
助
成
す
る

「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
額
助
成
費
」
の
利
用
者
数
の
増

に
伴
う
増
額
、
保
育
所
運
営
費
国

庫
負
担
金
の
保
育
単
価
引
き
上
げ

に
伴
う
民
間
保
育
所
児
童
委
託
料

の
増
額
、
市
外
保
育
所
入
所
児
童

数
の
減
に
伴
う
、
広
域
保
育
委
託

料
の
減
額
、
乳
幼
児
を
抱
え
る
保

育
所
の
衛
生
環
境
向
上
を
目
的
と

し
た
、
公
立
保
育
所
、
公
立
幼
稚

園
に
対
す
る
感
染
症
予
防
器
具
類

購
入
費
と
、
私
立
保
育
所
、
私
立

幼
稚
園
に
対
す
る
当
該
器
具
類
購

入
費
補
助
金
の
計
上
、
川
口
運
動

公
園
庭
球
場
の
一
部
施
設
整
備
工

事
費
の
計
上
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
分
担
金
及

び
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、
国
庫

交
付
金
、
県
支
出
金
、
県
補
助
金
、

繰
越
金
等
の
計
上
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
「
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交

渉
参
加
反
対
を
求
め
る
意
見
書
」

と
、
「
北
朝
鮮
の
韓
国
砲
撃
を
厳

し
く
非
難
す
る
意
見
書
」
の
提
出

に
つ
い
て
も
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
先
の
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、
そ
の

後
８
回
に
わ
た
っ
て
委
員
会
を
開

催
し
，
執
行
部
か
ら
会
計
管
理
者
、

教
育
長
、
関
係
部
課
長
等
の
出
席

を
求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
が

議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
則
り
、
適

正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
、
市

民
の
信
託
に
十
分
応
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
等
の
諸
点
に
留
意

し
、
執
行
部
か
ら
詳
細
な
る
説
明

を
求
め
る
と
と
も
に
、
監
査
委
員

の
決
算
審
査
意
見
書
を
参
考
と
し

て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。
以
下
、

論
議
の
対
象
と
な
っ
た
事
項
を
抜

粋
す
る
。

一
般
会
計
歳
入
に
つ
い
て

　

・
さ
ら
な
る
歳
入
増
の
施
策
検

　
　

討
を

一
般
会
計
歳
出
に
つ
い
て

　

・
ご
み
処
理
予
算
削
減
の
た
め

伐
採
し
た
枝
や
雑
草
等
の
堆

肥
化
施
策
を

　

・
早
急
に
市
営
斎
場
整
備
を

　

・
レ
ン
コ
ン
産
地
の
Ｐ
Ｒ
を

　

・
映
画
、
テ
レ
ビ
撮
影
の
積
極

的
な
誘
致
を

　

・
公
園
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

遊
具
の
計
画
的
な
整
備
を

　

・
早
期
小
中
学
校
の
耐
震
化
を

次回の定例会の日程は、３月８日～３月23日（一般質問は14日・15日・16日）の予定です。

　

・
川
口
運
動
公
園
野
球
場
の
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
早
期
更
新
を

特
別
会
計
に
つ
い
て

　

・
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
事
業
へ
の
接
続
普
及
と
料

金
等
の
値
下
げ
を

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

　

・
老
朽
管
の
布
設
替
え
を
計
画

的
に
実
施
し
、
漏
水
原
因
の

究
明
と
改
善
を

　

以
上
、
審
査
の
結
果
、
一
部
反

対
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多

数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

な
お
、
執
行
部
に
お
い
て
は
、

本
委
員
会
で
論
議
さ
れ
た
事
項
を

踏
ま
え
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急

性
、
効
率
性
を
見
極
め
、
適
正
な

予
算
編
成
と
、
よ
り
効
率
的
な
予

算
の
執
行
に
努
め
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
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決
算
特
別
委
員
会
報
告
（
要
旨
）

常
陸
川
水
門
（
通
称:

逆
水

門
）
の
柔
軟
運
用
に
つ
い
て

要
望
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